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地域防災・避難訓練
（ワークショップ）

平成31年3月27日



地域防災・避難訓練（大阪府八尾市）実施状況

【概要】
○平成30年７月豪雨災害では甚大な被害が発生。水害・土砂災害が発生
した場合を想定して、地域住民及び自主防災組織等が参加する避難訓
練を始めとした防災訓練を実施し、地域の防災力の向上を推進し、災
害における人的被害の軽減を図ることを目的に実施。

○平成31年3月、大阪府八尾市において、防災気象情報等の防災講習会
と「災害・避難カード」の作成体験をワークショップ形式で実施。

【実施日時】
○平成31年3月27日（水）19:00～21:00

【実施場所】
○大阪府八尾市 八尾市役所高安出張所

【参加者】
○八尾市高安地区（土砂災害の危険性が想定される地域）の住民35名
○八尾市職員、消防職員等 5名程度
○内閣府職員、委託事業者

・防災講習会

・「災害・避難カード」作成体験

・挨拶・趣旨説明

八尾市危機管理課長
八尾市高安地区

まちづくり協議会 会長

内閣府（防災担当）職員



本日のスケジュール

１．開会

２．あいさつ

3．参加者紹介

・趣旨説明 ・防災講習会 ・作成体験

5．意見交換

6．あいさつ
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4．ワークショップ（災害・避難カード作成体験）

7．閉会



4．ワークショップ
（災害・避難カード作成体験）
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１．地域防災・避難訓練等事業について

■説明

内閣府政策統括官（防災担当）参事官（地方・訓練担当）

主査 二木 敬 様
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CO992769
長方形



2．防災講習会

（１）「やお防災マップ」
～洪水・土砂災害編～

■説明

八尾市 危機管理課
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2．防災講習会

■土砂災害の恐ろしさを知る
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（「平成26年の土砂災害」
（国土交通省砂防部）より）

（２）土砂災害関係



2．防災講習会

■土砂災害の恐ろしさを知る
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★平成26年8月豪雨

◯台風第12号及び台風第
11号が相次いで日本列島
に接近し、前線が日本付
近に停滞。全国各地で連
日大雨となり台風が接
近・上陸した西日本を中
心に暴風となった。

◯特に広島市では、月降
水量の平年値を大きく超
える降雨が短時間に発生。
災害発生日1日間の積算降
水量が月平年値を大きく
上回る。死者74名の人的
被害。（写真：気象庁「災害時気象速報平成２６年８月豪雨」より）

（グラフ：国土交通省「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」（資料2）より）



2．防災講習会

■土砂災害から身を守る
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（国土交通省「土砂災害から
身を守るために知っていただ
きたいこと」より）
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2．防災講習会

■土砂災害を知る

（「やお防災マップ」～洪水・土砂災害編～より）
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2．防災講習会

■土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域
◯土石流の発生のおそれのある
渓流において、扇頂部から下流で
勾配が2度以上の区域

※このうち、土砂災害特別警戒区
域は「土石流に伴う土石等の移動
により建築物に作用する力の大き
さが、通常の建築物が土石等の移
動に対して住民等の生命又は身
体に著しい危害が生ずるおそれの
ある損壊を生ずることなく耐えるこ
とのできる力の大きさを上回る区
域」。

【土石流に関して】

（解説図は神奈川県ホームページより）
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2．防災講習会

■土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域

（解説図は神奈川県ホームページより）

◯傾斜度が30度以上で高さが5m以上の区域
◯急傾斜地の上端から水平距離が10m以内
の区域
◯急傾斜地の下端から急傾斜地の高さの2倍
（50mを超える場合は50m）以内の区域

※このうち、土砂災害特別警戒区域は、

建物が破壊され、人命に大きな被害が生ずる
おそれがある区域
「急傾斜地の崩壊に伴う土石等の移動により建築物に作用する力の
大きさが、通常の建築物が土石等の移動に対して住民等の生命又
は身体に著しい危害が生ずるおそれのある損壊を生ずることなく耐
えることのできる力の大きさを上回る区域」

【急傾斜地など】



（３）気象情報
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2．防災講習会

■１時間に降る雨量の目安

（「やお防災マップ」～洪水・土砂災害編～より）



（４）防災気象情報
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2．防災講習会

■大雨警報・注意報等 （気象庁ホームページより）

大雨
注意報

注意報とは、災害が発生するおそれのあるときに注意を呼びかけて行う予報です。

大雨注意報は、大雨による土砂災害や浸水害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。雨が止んでも、
土砂災害等のおそれが残っている場合には発表を継続します。

大雨
警報

警報とは、重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う予報です。

大雨警報は、大雨による重大な土砂災害や浸水害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。特に警戒
すべき事項を標題に明示して「大雨警報（土砂災害）」、「大雨警報（浸水害）」又は「大雨警報（土砂災害、浸水害）」
のように発表します。雨が止んでも重大な土砂災害等のおそれが残っている場合には発表を継続します。

大雨
特別警報

警報の発表基準をはるかに超える大雨等が予想され、重大な災害が発生するおそれが著しく高まっている場合、特
別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけます。

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合、若しくは、数十年に一度の強度の台
風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合に発表します。大雨特別警報が発表された場合、重
大な土砂災害や浸水害が発生するおそれが著しく大きい状況が予想されます。特に警戒すべき事項を標題に明示
して「大雨特別警報（土砂災害）」、「大雨特別警報（浸水害）」又は「大雨特別警報（土砂災害、浸水害）」のように発
表します。雨が止んでも重大な土砂災害等のおそれが著しく大きい場合には発表を継続します。



（４）防災気象情報
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2．防災講習会

■発表区域、発表基準等

（気象庁ホームページより）

警報・注意報等は、八尾市は「東部大阪」が発表区域です。

大雨警報、大雨注意報等の発表基準は、その地域での
・表面雨量指数（降った雨が地表面にたまっている程度）
・土壌雨量指数（土壌中に貯まっている雨水の程度）
から決められています。

大雨特別警報の発表基準は、４８時間降水量、３時間降水
量、土壌雨量指数の５０年に一度の値（過去の観測データ
から推計）などをもとに決められています。



（４）防災気象情報
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2．防災講習会

■土砂災害警戒情報

（気象庁ホームページより）

土砂災害
警戒情報

大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、

命に危険を及ぼす土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、市町村長の避難勧告や住民の自主
避難の判断を支援するよう、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象庁が共同で発
表しています。

■記録的短時間大雨情報

記録的
短時間
大雨情報

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測したり、解析したりしたときに、各地の気象台が発表しま
す。

大雨警報発表中に、現在の降雨がその地域にとって土砂災害や浸水害、中小河川の洪水害の発生につながるよう
な、稀にしか観測しない雨量であることを知らせるために発表し、大雨を観測した観測点名や市町村等を明記して
います。

大雨警報発表中にさらに重ねて発表される防災気象情報



（４）防災気象情報
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土砂災害に関する気象警報
等が発表された際にとるべき
行動の例

（気象庁ホームページより）

2．防災講習会



（5）河川の氾濫情報
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2．防災講習会

（「やお防災マップ」～洪水・土砂災害編～より）



3．災害・避難カード作成体験

（１）作成のねらい
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（内閣府「災害・避難カード事例集」より）



3．災害・避難カード作成体験

（１）作成のねらい
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作成した「災害・避難カード」は、

自宅の冷蔵庫など、普段目に
とまる場所

財布の中へ入れて持ち歩く

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）



3．災害・避難カード作成体験

（２）作成例① 首からかける
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他の人に自分のことが
伝わるように

赤い紐で首からかけら
れる
避難する際に持ち出す

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）



3．災害・避難カード作成体験

（２）作成例② 名刺大で財布に入れる
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切り取り二つ折りで
名刺大のサイズに

財布に入れる

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）

本日は、このカードの
作成を模擬体験いただ
きます。



3．災害・避難カード作成体験

（３）作成例③ 避難場所やルートを示す
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避難場所や避難ルートを示した
マップ形式

冷蔵庫等の目の留まる場所に掲出

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）



3．災害・避難カード作成体験

（４）作成例④ 避難行動のタイムラインを示す
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地区全体としての行動

地区内全戸に配布

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）



3．災害・避難カード作成体験

（４）作成例⑤ 避難行動のタイムラインを示す
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避難のタイミング、誰と避難するか
を明確に

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）

本日は、このカードの
作成を模擬体験いただ
きます。



3．災害・避難カード作成体験

（５）作成手順の例
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（内閣府「災害・避難カード事例集」より）

本日は、このステップ
を模擬体験いただきま
す。



3．災害・避難カード作成体験

作業体験：自分の地区の強み・弱みを確認する
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自宅の場所を確認して下さい

本日は体験版地図を用意しました。ご自宅が範囲外
となる方は、大変申し訳ありませんが、作成の方法
や着眼点を中心に学んでいただくようお願いします。

指定避難所を確認して下さい

その他、災害時の拠点があれば示して下さい

避難等に支障伴う狭い道路を確認して下さい

避難路を確認して下さい

その他、風水害時の危険箇所を確認して下さい

土砂災害警戒情報（土石流）を確認して下さい

土砂災害警戒情報（がけ崩れ）を確認して下さい

土砂災害警戒情報（土石流）の谷筋を探して下さい



3．災害・避難カード作成体験

作業体験：気づいたことを話し合う
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今までの作業、同じグループの人からの発言、これまで考えていらっしゃったこと等を通じて、気づいたことを
付箋紙に書きましょう。

参加者の皆様方は、意識の大小によらず、いろいろお考えがあるのが実際です。付箋紙に書き出し、見える化する意義
があります。

狭い道
が多い

○○では
水があふれて
いそう

本日新たに発見した
ことはピンク色の付
箋紙へ

避難の上で気になった
ことについては、
水色の付箋紙へ



3．災害・避難カード作成体験

作業体験：気づいたことを話し合う
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各自で書き出した付箋紙を、一人ずつ、一枚ずつ模造紙の
上に出して、発表して下さい。

類型化できる付箋紙を寄せ集めたり、結びつきある付箋紙
のまとまりに矢印を引く等により整理しましょう。

地区の課題を見える化し、お互いで共有できます。
作業を終え次第、グループごとに発表や、壁面に掲出して全参加者で共有しましょう。
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■今はこんな状況です～場面①

今、水曜日の夜8時。
雨が降り続き、大阪府東部大阪には、大雨警
報（土砂災害）が発表されています。
ニュースでは「大阪府全域では、今夜から明
日昼にかけて、これまで経験のない大雨が予
想され、大雨による浸水・土砂災害に警戒が
必要」と報じています。

3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？
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■今の場面①での「あなたの状況」は？

◎今、何人でどこにいますか？
◎外で起こっているであろうこと
◎これからどうしますか？
◎他に気になること

この場面でのご自身での行動を想像してみましょう！

お一人ずつ、同じ色の付箋紙4枚一組で、
それぞれ一言で記入して下さい。

２人
自宅

ずっとニュース
見ている

ひとり暮らし
のお年寄り
へ連絡必要
かなあ？

○○では
水があふれて
いそう

3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？
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■今の場面①での「あなたの状況」を皆で共有しましょう

今、何人で
どこに？

【場面①】 【場面②】

外で起こって
いること

これから
どうする？

他に気に
なること

外で起こって
いること

これから
どうする？

その際
困ること

◎ひとりずつ色を変えて一列
に並べましょう！
◎同じテーブルの方どうしで、
なぜそう考えたのかを話し
て下さい。

3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？
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■あれから時間が経ちました～場面②

今、木曜日の午前0時。
雨がさらに強く降り続き、1時間100ミリとなって
います。
緊急速報メールで、土砂災害警戒情報、市内の避難
勧告の発令が届きました。
メールが届いた瞬間、停電になりました。

3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？



４．地区の課題を踏まえた対応策の検討
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■今の場面②での「あなたの状況」は？

◎外で起こっているであろうこと
◎これからどうしますか？
◎その際困ること

この場面でのご自身での行動を想像してみましょう！

お一人ずつ、3枚一組で、それ
ぞれ一言で記入して下さい。

雨の中
高安コミュニティ

センターへ移動
する

外の地面が
はっきりと
見えない

○○さん宅の
裏の崖が
崩れている

3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？
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■今の場面②での「あなたの状況」を皆で共有しましょう

今、何人で
どこに？

【場面①】 【場面②】

外で起こって
いること

これから
どうする？

他に気に
なること

外で起こって
いること

これから
どうする？

その際
困ること

◎ひとりずつ色を変えて一列
に並べましょう！
◎同じテーブルの方どうしで、
なぜそう考えたのかを話し
て下さい。

４．地区の課題を踏まえた対応策の検討3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？



37

■場面①、②を通じて、考えてみましょう。

【大雨の際】

情報収集を
どうするか？

避難のタイミ
ングは？

どこへ避難
するか？

注意点
その他

日頃から住民が
理解しておくこと

日頃から
決めておくこと

本日の話し合いでは
判断できないこと

４．地区の課題を踏まえた対応策の検討3．災害・避難カード作成体験

作業体験：大雨の際、自分は何をしている？

先ほどまでの作業では、お互いの
行動（予定）はバラバラであること
がわかりました。

それを明らかにした上で、左記の
ポイントを話してみることが大切で
す。



3．災害・避難カード作成体験

（6）災害・避難カードの記入
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これまでの作業体験、話し合いを通じて、災害・避難カードにご自身の状況、避難先等を記入しましょう。
本日は模擬作成として、「作成例②」、「作成例⑤」への記入を試みて下さい。

【作成例②】 【作成例⑤】



5．意見交換
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1．災害・避難カードを用いた活用例
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本日体験いただいた「話し合い」（模擬的な避難訓練）を行ったり、「災害・避難カード」に各自が記載した内容に
基づいて実際に避難を行う訓練等の実施例があります。

（内閣府「災害・避難カード事例集」より）



2．意見交換
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本日体験いただいた「災害・避難カード」は、住民自身による適時適切
な避難に有効とされています。

本日ご参加の皆様方の地区それぞれで取組が進んでいくために、以下
の点について、お気づきの点を手短にお話し下さい。

①本日の作業量、話し合いのテーマについてのご感想

②災害・避難カードの作成ステップで他にもあると良いなと思ったこと

③地区内の一人ひとりが災害・避難カードを作成していくための工夫



6．あいさつ
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7．閉会
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最後に、アンケートのご記入をお願いします。

お帰りの際、アンケートのご提出と引き換えに、防災啓発グッズをお持
ち帰り下さい。

本日はありがとうございました。気をつけてお帰り下さい。
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